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ＮＯ．１６６ 

令和２年１月１４日 

横浜市立深谷中学校 

 『３つの身につけたい資質・能力に決定』 
校 長  山本 一恵 

 

２０２０年、令和時代になって初めての新年を迎えました。皆さんが穏やかな元旦を迎えられたことに感謝し、

私も新しい年を迎えました。今年もどうぞよろしくお願い致します。 

今年は、東京オリンピック・パラリンピック開催の年です。昨年、元パラリンピック選手の花岡伸和さんに講演

をお願いしたときのお話の中で、「失ったものを数えるな。残されたものを生かせ。」「今できる事を全力で。」と話

された言葉が大変印象に残っています。また、ラグビーワールドカップ大会では、台風で試合ができなくなったカ

ナダチームの選手の皆さんが、被害に遭った釜石市で清掃ボランティアに参加したときに、多くの日本国民から感

謝されたことで、「試合に勝つ」という目的以外の達成感を得られたと語っていたそうです。釜石市の方々の心か

らのおもてなしや応援に対する感謝の気持ちを示したかったそうです。感謝の気持ちを抱くと人は謙虚になりま

す。素直である、ひけらかさない、相手を思いやる、自分の非を受け入れるのが謙虚な人です。そのような人の周

りには、同じように感謝の気持ちを抱く人々が自然と集まってくるので、人生が充実してきます。どのような人に

なるのか、どのように生きていくのかは、皆さんが自分自身の力で解決していくことですが、感謝の気持ちを抱い

ていけるかどうかで違ってくるように感じます。 

 １２月に、大人になって社会に出たときに「身に付けておきたい資質・能力」についてのアンケートをお願いし

ました。地域の方、保護者の方々にはお忙しい中、ご協力をいただきありがとうございました。選択肢の８つの項

目はどれも大事で、選ぶのに迷われたかもしれません。集計の結果、次の３つの力に決定しましたので、お知らせ

します。これらを見える化していきますので、常に意識して行動し、身につけていってほしいです。  

 

 〇 志や目標をもち、その実現のために行動できる力            （自分自身に関すること） 

 〇 他者を理解し、自分を律する態度と思いやりをもって集団を作り上げる力 （他者との関りに関すること） 

 〇 あきらめないでこつこつと積み上げていくことができる力        （日々の活動に関すること） 

 

 ３学期は１年のスタートであるとともに、１年間のまとめの学期、次年度への準備の重要な学期でもあります。

新しい年を迎え、教職員一同、生徒の新たに頑張りたいという思いを大切にし、生徒の成長を支援し、しっかり指

導してまいります。保護者並びに地域の皆さまのご支援、ご協力を今年度も引き続きよろしくお願い致します。 

 

 

  

 

令和２年 深谷中学校 人権標語 

違うからこそ広がる世界  個性はあなたの宝物 



 

 

 

 

 

去る 12月 3日、人権集会を開催しました。-今年は2012年パラリンピックロン

ドン大会の車いすマラソンで 5 位入賞した花岡伸和さんをお招きし、「困難を克服

する努力の力」についてご講演いただきました。 

ご自身のレースについて解説していただき、相手との駆け引きなど車いすレース

の奥深さや、高校生の時に事故に遭い、脊椎を痛め車いすで生活するようになっ

たこと、入院していた時に初めて自分の力で食べたご飯が、人に食べさせてもら

った時と全く違う美味しさを感じたことなどを、時にジョークを交え楽しく聞か

せていただきました。「今できることを全力で」という力強いメッセージも生徒た

ちの心に強く残ったようです。講演の最後に、全校生徒を代表して福祉委員長の

松田君がお礼の言葉を述べました。自分がけがをした時の体験を踏まえ、花岡さ

んの話から得た感動をしっかりと伝えられた素晴らしいものでした。 

新しい人権標語も全校投票によって決まりました。新しい標語は１年４組 川

島みどりさんの作品で「違うからこそ広がる世界 個性はあなたの宝物」です。

一人一人の個性をお互いに大切にしていこうというだけでなく、人と比べなくて

いい、自分の個性に自信をもっていいんだというとても前向きで温かな標語だと思います。これから1年間、深谷

中学校の生徒、職員だけでなく、保護者の方々にも覚えていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２０日（水）～２１日（木）「戸塚区中学校個別支援学級合同宿泊学

習」で５・６組は「愛川ふれあいの村」へ行ってきました。普段の中学校生活

では、できないことを数多く体験することができました。 

1日目午前中、「相模原南清掃工場」の見学では、周辺地域や環境に配慮した

ごみ処理の仕組みなどの学習ができました。午後から「愛川ふれあいの村」

で、レクリエーションやゲーム、フォークダンスなどを班や宿泊棟ごとに活動

しました。また係活動では、他の学校の生徒ともたくさん触れ合うことができ

ました。 

「合同宿泊学習」に行ってきました！ 

人権集会 

～５・６組～ 

 



２日目午前中、3班

合同チーム対抗による

スポーツ大会では、サ

ッカーを行いました。

人数もボールの数も多

くて不安はありました

が、子どもたちは積極

的に活動していました。その後、恒例の３年生のお別れ会で

は、同じ班でお世話になった他校の3年生の言葉を真剣に聞い

ていました。二日間の日程はあっという間に過ぎてしまいましたが、生徒一人ひとり充実した時間を過ごすことが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12月19日（木）、2020年の生徒会役員・専門委員長選挙が行われました。立候補者

のみなさんは11月の立候補受付以来、登校時間や朝の学活の時間などに挨拶やクラ

ス演説といった選挙運動を続け、立会演説会を迎えました。 

 立候補者たちは、日々緊張感をもって選挙運動に励み、深谷中学校をよりよい学校

にしていきたいという自らの思いを全校生徒に伝えていました。また、選挙管理委員

会は委員長を中心として公正、公平な選挙となるように務め、今年度は新たな取組と

して投票手順に関するCMを作成して昼食の時間に放送するなど、意欲的に活動しま

した。 

 3学期となり、世代交代の時期となってきました。各委員会の活動を含めた生徒会

活動は、よりよい学校づくりを目指し、生徒たちによる自治的活動が活性化すること

をねらいとしています。よい学校とは何か、自分たちが安心して過ごせる学校とはどんな学校か。そんな視点を生

徒たちがもち、話し合いながら学校づくりをしていきます。中学生が社会に出て求められる「主体性」や「思考

力」が養われるように、生徒たちによる自治的活動をサポートし、全校生徒の学校づくりに対する意識が高まって

いくことを期待します。 

 

生徒会役員・専門委員長選挙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の一言 

「どんな人だって成功で
きる」自分にそう何度も言
い聞かせ続けていれば、
絶対に成功できるので

す。(ジョン・レノン) 

職業講話（１年生） 
本校ではキャリア教育の一環として、１年生は1/29に「職業講話」を

行います。校内で、実際に就業している方の話を伺ったり、実際に体験し

足りします。さらに２年生で「職場体験」として実際に地域の就業現場に

赴き、就業体験を行います。自分の将来を考える機会や、保護者の方や社

会人側の立場等を感じることのできる貴重な時間となっています。ご協力

いただいている保護者や地域の皆様に感謝申し上げます。 

１、２年生保護者の方へご連絡 
令和２年度より、横浜銀行自動振込システムの廃止に伴い、「学校納入金」につきまして、各学年の指定

口座への一括振込に変更することになりました。振込み銀行によっては手数料を併せてご負担していただく
ことになりますが、趣旨をご理解の上、ご協力をよろしくお願いいたします。（詳細につきましては新年度
に改めて連絡させていただきます。） 


